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、
いいまち今金夢のまち

，. 

インマヌエルの丘から望むメッヲ岳

今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

。健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月1日



.自分でサービスを選択し利用できますが

利用方法がわからない人や効果的なサー

ビスを受けたい人は専門家(ケアマネー

ジヤ )ガサービスの紹介、あつぜんを

してくれます。

介護保険のサービスの利用方法

-・居宅介護サービス・・

家庭を訪問し利用するサ ピス
女ホームヘルプサービス(訪問介護)

女訪問戸谷介護サ ピス

す訪問介護サ ピヌ

食訪問')ハビリテーシヨン

安居宅療養管理指導

施設等に行って利用するサービス
1:<デイサービス(日帰り介護)

女シヨ トステイ

カデイケア(通所リ/¥ビリテ シヨン)

その他のサービス
合福祉用具の貸与

安福祉用具の購入費の支給

食痴呆対応型共同生活施設

1:<有料老人ホ ムの介護サビヌ

サ

ビ
ス

の

計

画

を

lL 

て

ま

す
。

要支鍵
.在宅サビスが受

要介護1
.在宅サービスと施

設入所のどちらか

を選択できます。

要介護2
.在宅サビスと施

設入所のどちらか

要介護3

設入所のどちらか

を選択できます。

要介護4
.在宅サビヌと施

設入所のどちらか

を選択でき

要介護5
.在宅サービスと施

設入所のどちらか

を選択できます。

審

査
認定

-
認
定
結
果
巳
不
服
が
あ
る
場
合
、
都
道
府
県
の

「
介
護
保
険
審
査
会
」
に
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

A'コ
ン
ビ
ユ
タ
の
判
定
が
正
し
い
か
保
健
医
療
・
福
祉
の
専

門
家
が
確
認
し
最
終
的
な
結
果
を
だ
し
ま
す
。

• 

.訪問調査は専門家かあだなのお宅を

訪問し心身の状況などlこついて聞き

取り調査をします。

ノ、.
Jr 

霊刃
白10‘

i董

.訪問調査の結果をコ

ンピユ タ !こ入力
し、どのくらい介護が

必要かを判定します。

コンビュ-9-Cよる

訪問調査の際に調査
項目C関連して書き
取ってきだ頂巴

判定
訪

調

査

間

-
申
請
を
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
始
め
る
こ
と
、
が
で
き
ま
す
。

ふフ

金

判

• • • Aヒ
審.

査 -・施設介護サービス・・

|施設サービス|

.認定されなかっだ人で也

舎金町狙自のサービスガ

受けられます。
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-
担
当
者
が
、
あ
な
だ
の
普
段
か
か
っ
て
い
る
医
師

区
意
見
書
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

カ特別養護老人ホームの入所

す老人保健施設の入所

交療養型病床群等

自立
・介護保険のサービ

スlet受けられまゼ
ん。

定非該当
.6. 
~ 

の

=全E

思

見

医

師

ょ←→←
」L〉
つ

書

-
申
請
は
本
人
や
家
族
の
他
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
+
℃
頼
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

目1
，園、

と
し
ベ
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ご迷惑を

おかけします

下
水
道
工
事
の
た
め
交
通
規
制
の

お
知
ら
せ

町
内
の
一
部
が
下
水
道
工
事
の

た
め
交
通
規
制
が
か
か
り
ま
す
。

車
道
部
工
事
の
た
め
、
騒
音
振
動

な
ど
町
民
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ご
理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
上
下
水
道
課

(
T
E
L
2
O
I
l
-
)
 

民
生
児
童
委
員
の

3
名

厚
生
大
豆
表
彰
受
賞

先
日
、
永
年
に
わ
た
る
民
生
児

童
委
員
活
動
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
田
中
義
雄
さ
ん
(
花
石
)
、
松

橋
泰
子
さ
ん
(
八
幡
町
)
、
栗
山
幸

雄
さ
ん
(
東
町
)
の

3
名
が
、
厚

生
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し

た。
田
中
義
雄
さ
ん
は
、
昭
和
必
年

ロ
月
に
民
生
児
童
委
員
と
な
り
、

今
日
ま
で
地
域
の
実
情
把
握
に
努

め
老
人
福
制
等
に
理
解
を
示
し
制

度
の
普
及
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た。
松
僑
恭
子
さ
ん
は
、
昭
和
刊
年

円
以
月
に
同
委
員
と
な
り
、
今
日
ま

右
(
田
中
義
雄
さ
ん
)

中
(
松
橋
泰
子

さ
ん
)
、
左
(
栗
山
幸
雄
さ
ん
)

亡コ 工事区域
t 

• • 

で
独
居
老
人
、
母
子
家
庭
へ
の
生

活
指
導
、
制
度
の
説
明
手
続
等
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

栗
山
幸
雄
さ
ん
は
、
昭
和
例
年

日
月
に
同
委
員
と
な
り
、
今
日
ま

で
在
宅
福
祉
事
業
の
啓
発
、
指
導

等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

4 
JJ 
I 

l限11
e 千I
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人け
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動

。
総
務
部

O
総
務
課4月1日付けで、外科医長に北川一彦先生ガ着任しましだ。

先生は、昭和57年区東京東邦大学を卒業後、ヰし幌医大等を経て本
町巴単身赴任しましだ。

趣昧は、ゴルフ・スキー・ボウリング、中でもボウソング巴つい

ては大学時代|こボウリング部|こ所属していたそうで相当な腕前のよ

うです。腕|こ自信のある万は一度先生|こ挑戦してみては・

平成元年から平成3年3月まで熊石町の国保病院lこ勤務されてい
て、美利酒スキー場I2.lct何度か滑り1こ来だことがあるそうです。

控票率

100%! 

4
月
1
日
に
行
わ
れ
た
、
北
海

道
知
事
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
、
住
吉
自
治
会
が
投
票

率
1
0
0
%
を
達
成
し
ま
し
た
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
も
国
政
、

地
方
選
挙
を
通
じ
て
「
記
憶
に
な

い
」
と
の
こ
と
。

住
吉
自
治
会
は
、
こ
れ
ま
で
も

常
に
投
票
率
が
高
く
選
挙
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
に
敬
意
を
表
し
ま

す。

外科医長に北川一彦先生!

O 

司、

ロ
国
軍

v 

(e • 財
政
係
(
北
海
道
派
遣
)

山
田

-
総
務
係
(
北
海
道
よ
り
派
遣
)

山
崎

正
人

・
総
務
部
総
務
課
付
(
北
海
道
派

造

)

山

田

哲

也

O
企
画
調
整
課

・
広
報
公
聴
係
長
兼
町
史
編
纂
係

長
(
総
務
課
財
政
係
主
査
)

諸

戸

康

浩

。
保
健
福
祉
制
時

・
保
健
福
祉
係
(
新
採
用
)

山

本

幸

恵

。
農
業
委
員
会

・
事
務
局
長
兼
総
務
係
長
兼
農
地

係
長
(
事
務
次
長
兼
総
務
係
長

兼
農
地
係
長
)

・
今
金
町
結
婚
相
談
所
長
佐
久
間
優

一

・
総
務
係
兼
農
地
係
(
新
採
用
)

近

藤

克

俊

行
政
相
談
委
員
に

生
亀
き
よ
え
さ
ん

(4) 

生
亀
き
よ
え
さ
ん
が
平
成
日
年

4
月
1
日
付
け
で
総
務
庁
長
官
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
再
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
と
は
?

行
政
相
談
委
員
と
は
役
所
と
皆

さ
ん
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
、
窓
口
サ
ビ

ス
、
道
路
、
笠
記
、
年
金
、
河
川
、

郵
便
な
ど
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
、
要
望
、
意
見
を
お
聴
き

し
て
改
善
を
図
り
ま
す
。

相
談
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
?

電
話
、
口
頭
、
手
紙
で
行
政
相

談
委
員
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
!

総
務
庁
行
政
相
談
委
員
の
氏
名

・

住
所
は
氏

名

目

制

き

よ

え

住

所

今

金

町

字

今

金

4
5

9
番
地
の

1
1
0

↑
ム

F
U
T」
の

L
l
l
n
U
司

f
p
o
n
u

行

政

相

談

5
月
お
日
(
水
)

午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

議

。
教
育
委
員
会

O
管
理
絞

・
総
務
係
兼
学
校
教
育
係

用

)

森

山

(
新
採
英
樹

。
老
人
保
健
施
設

・
介
護
福
祉
士

(
新
採
用
)

芳
賀
由
美
子

。
外 今
科 金
医 町
長 国

新案
採 院
北用
川)

彦

3
月
出
日
付
け
退
職

・
大
和
英
雄
(
経
済
部
長
)

・
鈴
木
捷
(
保
健
福
祉
課
長
)

・
平
原
昌
美
(
農
業
委
員
会
事
務

局
長
)

・
佐
々
木
靖
美
(
教
育
委
員
会
管

理
課
長
)

・
加
藤
登
(
総
務
課
総
務
係
)

天
野
ち
あ
き
(
保
健
福
祉
諜
健

康
づ
く
り
係
)
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今
年
、
新
入
学
を
迎
え

定
児
童
巴
各
国
他
方
ら

突
過
程
全
ヴ

γス
ガ
贈

ら
れ
ま
し
定
。

A 111: '1 ~診 E自宅島f'L ヂヨzza官室盈島哉、~!:包 Z

商
工
会
婦
人
部
か
ら
贈
ら
れ
た

.
手
作
り
交
通
安
全
鈴

(
こ
の
鈴
は
今
金
森
林
管
理
セ
ン
タ
ー

が
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
型
取
り
は
光
の
里
学
園
で
、
仕

上
げ
は
商
工
会
婦
人
部
と

3
つ
の
団

体
で
完
成
し
た
心
の
こ
も

っ
た
鈴
で

す
.〉

， 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ヲ
ラ
プ
か
ら
贈
ら
れ
た

.
交
通
安
全
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
l

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
た

.
交
通
安
全
パ
ラ
ソ
ル

• (. 

今
回
は
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ

つ
内
l
階
に
あ
り
ま
す
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま

す。在
宅
介
被
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
つ

お
年
寄
り
ゃ
障
害
を
お
持
ち
の

方
の
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
、
保
他
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
相
談
や
ご
提
案
、
介
護
用
品

・

機
器
の
展
示
お
よ
び
紹
介
を
し
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
ご
相
談
を

.
自
宅
で
の
介
護
が
大
変
。

-
家
を
留
守
に
し
た
い
が
、
お
年

寄
り
を
ひ
と
り
に
で
き
な
い
。

.
退
院
が
決
ま
っ
た
が
、
自
宅
で

の
生
活
が
不
安
。

-
自
宅
で
の
掃
除
、
買
い
物
、
食

事
支
度
が
大
変
。

-
ど
ん
な
保
健
柄
祉
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
の
か
知
り
た
い
0

.
便
利
な
介
護
用
品
が
ほ
し
い
。

.
施
設
に
入
所
し
た
い
。

(6J 

山菜採りの事故を防ぐために

暖かくなり、山菜採りを楽しむシーズンを迎え

ました。

山菜採りは、年齢を ~;~lわずに手軽に楽しめるレ

ジャーとして、多くの人々に親しまれております

が、例年事故が多発しています。

次のことに心がけましょう。

C行き先、帰宅予定時間などを必ず家族や知人に

知らせておきましよう。

0単独行動は避け、同行者と互いの位世を確認し

あいましよう。

C道に迷ったときは、むやみに歩き回ることは危
険です。落ち着いて行動しましよう。

0万 に備え、笛やラジオ、非常食を携帯し目立

つ服装をしましよう。

0自然を大切にすることやゴミの持ち帰り、火の

後始末などの基本的なマナ も忘れずに守り

ましよう。

0クマも山菜は大好物です。クマと迎@しないた

めには自分の存在を先に知ってもらうことが

大事です。音の鳴るものを身につけましょう。

厚生年金保険・国民年金の積立金還元融資は「や

さじいまちづくり」を応援しています。

みなさんが加入している厚生年金保険及び国民

年金保険の積立金は、将来の年金給付のための大

切な財源として積立てられていますが、この積立

金は福祉の嶋進と生活の向上に役立てられるよう、

地方公共団体(市町村等)などに低利で貸し付け

されています。

※年金融資

平成10年度神丘地区簡易水道施設強制11事業に、

7， 670万円が融資され、公衆衛生と生活環境の向上

のために役立てられています。

• • 

土
曜
日
も
サ
ー
ビ
ス
開
始

お
申
し
込
み

・

お
問
い
合
せ
は

(
総
合
福
祉
施
設
ま
で

T
E
L
 

テ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
が
土
曜
日
も
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

-
保
健
楠
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や

申
諮
の
代
行
0

.
ス
ム
ー
ズ
に
保
健
福
祉
サ

l
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係

機
関
と
の
調
整
。

-
手
す
り
の
設
置
や
介
護
用
品
の

紹
介
、
ア
ド
バ
イ
ス

.
施
設
の
紹
介
や
施
設
へ
の
柿
波

し

2
1
2
7
8
0
)
 

担当地区名 氏名 住所 電話祷号
美利河 森田誠子 美利 i可 3 -7078 
花石 田中義雄 中花 石 3 -7343 
中里・住吉・上級川 中島弘一 中 里 2 -2624 
種川宮前・駅前・中種川 山本敦子 種川駅前 2 -0521 
奥種川・光台・下宿l川・下メップ品台 小岩的成 下種川 2 -2736 
上稲穂下稲穂・金又 繍 -y 上稲 Etl 2 -2529 
田代上回代・南田代・些受・南豊受・
八鈴 谷崎 正 大和 IIIT 2 -2144 I 
八束更生・宝田・初回・南原・宮の下 小原安夫 八東南原 2 -3103 
白石・八束中央・栄 木島和雄 白 石 2 -1974 
金財l・鈴金 水野英一 主令 金 2 -3012 
豊凹・春日井 庫元利治 上世田 2 -3034 
鈴岡・トマンケシ・神丘全域 幅口忠男 鈴岡第一 2 -2356 
日進 小池 重徳 日 進 2 -1918 
東町・日の出町・尚美I!lT 栗山 幸雄 !j/~ IIIT 2 -0238 
八幡IWf.1昭和田I・本I!lT 松絡 恭子 八幡町 2 -0702 
旭川・栄町・御影 宮沢昭雄 御 影 2 -0570 
南111] 久保田庄一 南 I!IJ 2 -0672 
末広IIIT 川島礼子 末広 111] 2 -0297 
大和町 ・商工団地 市原和子 大和 111] 2 -1323 
南栄IIIT'緑川] 南川利美子 南栄 111] 2 -0427 
寒界・略目l 小田島照枝 寒 昇 2 -2821 

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
身

近
な
相
談
役
と
し
て
、
各
地
区
の

民
生
児
蛍
委
員
に
相
談
協
力
員
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
遠
慮
せ
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま

ず
支
緩
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
お

電
話
下
さ
い
。
専
任
の
保
健
婦
・

介
護
福
祉
士
が
ご
支
援
い
た
し
ま

す
。
秘
F

合

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

り
ま
す
。(
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
)

T
E
L
 nノ】
f!
っJU
巧/
。。ハ
U

各地区民生児童委員

b 

戦没者のご逃族のみなさまへ

持7JiJ弔慰金が支給されます

対象者 戦，見者死亡当時の三親等内親族で次の要件をすべて満たす方

l 第六回特別弔慰金国嘩債#の受給権を取得L<:い屯いこと

2 平成11年4月1日現在、公務扶助料、遺族年金等の受給権

を有するiii族カヘ、屯いこと

矧面24万円、6年I'lY還の記名国債

平成11年4月l日~平成14年3月31田

町民諜町民係

支給内容

請求期間

請求窓口

1
 

7
t
 
〔



「ぬく定まラリー」抽選発表!

固因困-匪四己

「
ぼ
く
た
ち
の
八
束
小
学
校
」

八
束
小
学

校

六

年

浜
田

隆
弘
く
ん

八
束
小
学
校
の
周
り
は
、

も
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

山
が
近
く
に
あ
り
川
も
あ
り
空

気
も
と
て
も
す
ん
で
い
ま
す
。

山
に
は
烏
が
飛
び
、
鳴
き
声
が

聞
こ
え
、

川
に
は
魚
が
泳
い
で
い

と
て 特等(l万円相当) 1名

-詰め合わせの中味は

(長万部活毛がに、今金 しそジュース、瀬棚 ビーフ

ジャーキ 、大成 たこチーズ、熊石 スッポン缶詰)

(大成 町):配さん1克旺l}正
， 

(今金 町)

(北楠山町)

子さん

朔さん

友田

賀

浅

須

2名l等(7千円相当)

昨年12月 l日から3月15日までの聞で開催し

た 「ぬくたまラリーJ(恰山、渡島の北部 7町混

泉巡りスタ ンプラリー)の抽選が3月26日に今

金111]で行われました。

応募総数84通の内、特等には大成町の泉田さ

んが当選、各IIIJ特産品の詰め合わせが手渡され

ました。

1等から 3等については、次の12名が当選し

ました。

(今金 町)

(八雲 町)

(長万部町)

干さん

子さん

干さん

典

飽

舟

垣

引
雌
藤

板

加

伊

3名2等 (5千円相当)

(今金 町)

(今金 町)

(今 金町)

(今金 町)

(瀬棚町)

(八笹 川f)

(長万部町)

真紀子さん

節 子さん

ヒデ子さん

毅 !早さん
1;，さん

ーさん

nさん
A 
祐

佐藤

須田

下屋敷

岡本

本|問

堺

7名3等(3千円相当)• • 
iili 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
~瀬棚町~ ~北槍山町~ ~八雲 町~

~アウトドア王国~ ナイスショットてはしまる吾鹿嶋tJ7レをl 第19固落部公園つつU祭り
『せた忽青少年旅行村』 r~t檎山パークコJIIフ場』 圃日時 5月30日(日)

-受付時間/午前 8 時45分~5時30分 午前10時~午後3時せたなのキャンフ.場は山も海も楽
(6~B'O月プはレ午ー後料6時30分まで延長) -会場 落部公l盟 (八雲町落部)

しめる。回りを見渡すと緑の自然と

-料金/。[[[高7中0用校学歳具生以生使以以上用下上料3ll00円]] ] 

。HsCラジオ公開録音
マリンブルーの日本海が一面に広が

00円 rl'可倉有希ショー』を開催 l
る。山をおりるとマリンスポーツが

00円 ※その他、 ビンゴ大会ポニー乗馬な
楽しめる。 ど多彩なイベントが盛りだくさん !
そんな「せたな青少年旅行村」はい [ ク ラブ ・ ボー)~ 一式200円] ぜひおこしください。
かがでしょうか。 。回数券 。お問い合わせば同実行委員会事務
-お問い合わせ お申し込み

[ 12ラウンド用 3，000円]
局へ。-お問い合わせ お申し込み

瀬棚町役場商工観光諜
北附山グリ111ーT商ノパ工ー観ク官光理課陣(H01378-4 -5(11) 

(八雲師l役場落部支所内
(HOI378-7 -3311) jt楢山 (H01378-6 -0530) H01376-7 -2231) 

~長万部町~ ~熊石町~ ~大 成町~

~走コてみまぜんか~ -温泉紹介

第12固毛がにロードレース 『国民温泉保養包ンター』
。開催日 6月27日(日)

広大な貝取消i渓谷の保養混泉地に。コース 長万部中学校グラン ド~
。種目l.2km、3回、5刷、10km、 位也する、身も心もあったかになる

ハーフマラソンの部 71Nt泉。
※小学生、一般男女、車イスなど全部

お凪巴から眺められる四季折々ので14種目(副賞は毛がに)
。受付 5月31日(月)まで 長色、附辺には遊歩道や公園もあり、
。参加料 3， 000円 大成111[の大自然を満喫できます。
※l. 2km、3kmの部はl.000円
《お問い合わせ・申込先》

-場所 大成IIIT字貝取ilMlスポーツセンター
(HOI :177-2 -3311) -入浴料 大人260円 ・小人50円

No.13 ]リドー凡交漏ネットワーワ臨報

仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

田
口
先
生
は
、
ち
ょ

っ
と
さ
び

し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
け
ど
時
々
ど

こ
か
に

つ
れ
て

っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
た
ま
に
だ
じ
ゃ
れ
を
言
う

け
ど
帝
叩
味
不
明
な
だ
じ
ゃ
れ
も
あ

り
、
み
ん
な
は

一
し
ゅ
ん
し
ら
け

ま
す
。
五
、
六
年
の
学
級
は
た
ま

に
け
ん
か
も
す
る
こ
と
が
あ
る
け

ど
す
ば
ら
し
い
学
級
で
す
。

ぼ
く
は
、
こ
ん
な
八
束
小
学
校

ま
す
。
だ
か
ら
時
々
、

登
山
し
た
り
釣

り
も
で
き
ま
す
。

ぼ
く
は
、
八
束
小
学
校
の
周
り

に
こ
の
よ
う
な
自
然
が
あ

っ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

八
束
小
学
校
で
は
、
田
植
え
、

稲
か
り
、
い
も
ほ
り
な
ど
の
全
校

縦
割
り
班
活
動
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
み
ん
な
で
そ
う
じ
を
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
活

動
を
全
校
児
童
で
や

っ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
は
仲
良
く
楽
し
く
活

動
し
て
ま
す
。
体
育
館
で
は
、
毎

日
い
ろ
い
ろ
な
学
年
が
混
ざ

っ
て

3
月
に
卒
業
生
か
ら
贈
ら
れ
た
看
板

MMU
ち

ぽ

さ
つ
が
ヲ
し
よ
う

花

散

菩

薩

の

合

掌

‘

は
る

き

い

ろ

春
な
れ
や
黄
の
色
ふ
え
し
花
の
庖

旭
川
1

・
に

ず

み

ず

お

と

う

げ

の

ぼ

告

逃

水

を

追

う

て

峠

を

登

り

き

る

芳

賀

ヨ

か
た

打
ち
方
を

E
E
-
-

春
野
球
島

非

こ

s

i
子
の
旅
へ

み
が
ま • • 延安のアイドル

朱音ちゃん

〔平成9年6月27日生まれ)
大和町狩野秀之さん、公子さんの長女

【親から]
Jil近、 あかねのお気に入りは口紅をつ

ける'1'.私がしない分オシヤレ仁興味が
あるようです.

砂狩野

(8) 

01398-2 -3111) 

り〈

陸ちゃん

(平成8年10月14日生まれ)
寒昇斉藤敬さん、日奈子さんの長男
【親から】
ウルトラマン、仮而ライダ一、スーパ
一戦隊の全てのヒーローを古い当てるこ
とが自慢です.踊りが好きで、保育l量lで
も家でも音楽に合わせて踊っています.
みなさん.よろしく.

‘舜藤

メ当、
7 

キサ

由
井
子

杉

本

あ

し、

あ
き
え

〕ng
 
〔



社会教育

だより原

第270号

(重点目標)

図図面回
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

¥日

、a
A
1

コ
f
t
、

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化
を
大
切
に
し

f

二
|
三
四
八
八

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、

自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合

い
ま
し
ょ
う
。

点

は

入
学
シ
ー
ズ
ン
も
一
段
落
し
、

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
通
学
す
る
子

供
た
ち
も
少
し
ず
つ
新
し
い
友
達

や
環
境
に
慣
れ
て
き
た
頃
で
し
ょ

う
。
同
様
に
、
家
庭
に
お
い
て
も
、

新
し
い
世
界
に
子
供
た
ち
を
送
り

出
す
こ
と
の
不
安
か
ら
少
し
ず
つ

開
放
さ
れ
て
き
た
頃
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
入
学
式
の
日
か

ら
、
子
供
た
ち
は
学
習
や
生
活
、

人
間
関
係
な
ど
を
学
ぶ
場
と
し
て

学
校
と
の
係
わ
り
が
生
ま
れ
、

一 家

庭

カミ

ら

方
、
家
庭
は
、
子
供
た
ち
を
健
や

か
に
育
て
る
た
め
の
協
力
関
係
を

学
校
と
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
般
、
文
部
省
か
ら
乳
幼
児
や

小
中
学
生
を
持
つ
家
庭
へ
家
庭
教

育
手
帳

・
ノ
ー
ト
が
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
の
子
供
た
ち
を
取
り

巻
く
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
方

策
の

一
つ
と
し
て
家
庭
教
育
充
実

の
た
め
の
願
い
と
ヒ
ン
ト
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
入
学
式
の
そ
の
日

か
ら
子
供
た
ち
は
家
庭
の
手
を
離

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
学
校

と
家
庭
が
協
働
で
子
供
た
ち
を
育

て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
学
校
と
家
庭
の
役
割
を
明
確

に
し
、
子
供
た
ち
を
導
く
こ
と
の

重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
家
庭
と
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
る
べ
き
か
を

考
え
直
し
、
子
供
た
ち
の
成
長
が

大
き
な
喜
び
ゃ
楽
し
み
で
あ
る
家

庭
で
あ
り
続
け
た
い
と
願
う
も
の

で
す
。

• 

， 

• 

ス
ポ
ー
ツ
で
ふ
れ
あ
い
を

5
月
初
日
に
ヘ
ル
シ
l
ウ
ォ

l
キ
ン
グ

野
山
の
木
々
も
芽
吹
き
は
じ
め

い
よ
い
よ
ア
ウ
ト
ド
ア
の
シ
ー
ズ

ン
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
健
康
や
余
暇
の
活
用
な

ど
に
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
た
志
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
皆

ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
「
競
う
ス
ポ

ー
ツ
」
か
ら

「ふ
れ
あ
う
ス
ポ
ー

ツ
」
に
重
点
を
移
し
た
事
業
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

く文化団体会員募集〉
本IIIT文化協会に加盟している26団体は、それぞれ仲

間づくりとしての生涯学習に取り組んでいます。皆さ

ん多数の参加をお待ちしております。申し込みは、各団

体の連絡責任者までお電話を。

こ
れ
ま
で
も
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
な

ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
新

た
な
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
『
へ
ル
シ

l
ウ
オ
|
キ
ン
グ
事
業
』
を
行
い

ま
す
。
春
と
秋
の

2
回
計
画
し
て

お
り
、
-
回
目
は
新
緑
が
ま
ば
ゆ

い
5
月
初
日
間
に
、
奥
ピ
リ
カ
漏

泉
コ
ス
を
歩
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、

親
子
や
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
輸

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

る毒3巷~毛J麗句
〈文化財探訪35>

み
の
(
茸
担
)

ス
ゲ

・
シ
ュ
ロ
と
い

っ
た
植
物
を

材
料
と
し
、
表
は
烏
の
羽
毛
の
よ

う
に
重
ね
、
衷
は
織
の
よ
う
に
編

み
ま
す
。

写
其
左
は
、
背
を
覆
う
背
蓑
、

右
は
阪
を
覆
う
腰
蓑
で
、
セ
ッ
ト

で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ワ
ラ

は
雨
を
吸
う
と
ふ
え
る
の
で
、
日

が
つ
ま
っ
て
雨
を
防
ぎ
ま
す
。
雨

を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
と
て
も
暖

か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

写
真
の
み
の
は
、
和
田
林
一二
さ

ん
が
製
作
し
た
も
の
で
、
豊
田
小

学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
教
育
委
員
会
へ
寄

み
の
は
雨
・

冨

・

日
光
を
除
け
た
り
、

時
に
は
防
寒
を
兼
ね

て
着
用
し
ま
す
。
ま

た
、
物
資
運
般
用
の

背
中
当
て
と
し
て
利

用
さ
れ
る
と
と
も
あ

り
ま
す
。
稲
わ
ら

・

私
た
ち
の
生
涯
学
習

琴
鈴
会
(
会
長
星
加
晴
江
さん
)

野外施設を利用しよう

は
、
大
正
琴
を
愛
好
す
る
方
々
に

よ
り
平
成
2
年
7
月
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
会
員
は
凶
名
を
数

え
、
平
均
し
て
週

1
1
2
回
の
練

習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

日
こ
ろ
の
練
習
の
成
巣
を
、
敬
老

会
や
文
化
祭
な
ど
の
町
内
行
事
は

も
と
よ
り
、
全
道

・
全
国
大
会
で

も
披
録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
光

の
皇
学
園
や
豊
寿
園
へ
の
慰
問
演

奏
も
毎
年
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
軽
く
百
曲
を

超
え
、
曲
種
も
民
謡
、
演
歌
か
ら

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
幅
広
く
、
場
所
や

年
齢
に
合
わ
せ
て
演
目
を
選
ぶ
そ

(e • 利
用
の
さ
い
に
は
、
マ
ナ
を

守
り
、
み
ん
な
が
安
全
に
楽
し
く

プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
特
に
、空
き
缶
や
コ
ミ
の
持

ち
帰
り
に
こ
協
力
願
い
ま
す
。

利
用
の
申
し
込
み
、
用
具
の
貸

し
出
し
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は

総
合
体
育
館
(
2
2
0
2
6
)
へ。

マ
利
別
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

(
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

マ
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

マ
高
美
公
閤
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

マ
高
美
公
園
ゲ
l
ト
ボ

I
ル
場

マ
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場
(
総
体
)

マ
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場
(
今
金
中
)

加盟団体名 連絡責任者

今金書道愛好会 岡嶋絹子(栄 11可)2-0165 

日本詩吟学院

岳風会今金支部
伊藤サツ(南 間J)2-0425 

今金ハムクフブ 中村和正(旭町)2-0019 

日写連北部桧山支部 鈴木 捷(寒昇)2-1203 

:lt [場 画 4Z5ミh 近H畢瑠嫡子(寒昇)2-1430 

今金民謡会 原田みどり(東町)2-1439 

今金民謡研友会 久保田勝(南町)2-1409 

今金百人一首クラフ 長浜 稔(御影)2-1641 

今金町囲碁同好会 r:;'，畑秀樹(旭町)2-0745 

今金将棋愛好会 遠勝主主人(商工)2-0066 

今金クッキングサーク}v 遠牒玲子(南町)2-0601 

北部柏山音楽協会今金支部 稲木弘幸 (末広11汀)2-0517 

利別俳句会 Fi撃定勝(大和町)2-0330 

今金社交ダンスクラブ 伊膝勝一(大和町)2-2485 

カナ ヤ会 酋雪 清輝(末広田J)2-1636 

今金ちぎり絵愛好会 黒沢てる子(東町)2-0730 

いまかね陶芸愛好会 山北幸好(緑町)2-0965 

今金舞踊愛好会 国j山美恵子 (八幡町)2-0537 

今金町音楽愛好会 桂川 博勝(南栄町)2-1854 

日本盆栽協会今金支部 渡辺 茂(南栄町)2-0514 

今金町民合唱団 石井瑠美子 (大和町)2-1456 

今金町手話同好会 吉田知美(東町)2-0140 

今金町琴鈴会 能代令子(大和町)2-2803 

NYOr今金バレエサークル 阿知波久子 (八幡町)2-0174 

おしはなの会 土田喜美子(八束)2-1544 

今金よさこいソーラン倶楽部 八重樫 j青(東町)2-1572 

夏
期
間
、

次
の
野
外
施
設
を
開

放
し
て
い
ま
す
。
職
場
や
町
内
会

な
ど
の
仲
間
で
気
軽
に
ご
利
用
し

て
下
さ
い
。

贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

参
考
文
献

「民
具
入
門
事
典
」

(柏
申官
房
刊
行
)

(10) 

う
で
す
。

「毎
週
の
練
習
は
つ
ら

い
け
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
練
習
す

る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な

っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
気
持
ち

が
ひ
と
つ
に
な
り
、
ソ
プ
ラ
ノ
・

ア
ル
ト

・
ベ
ー
ス
の
パ

l
卜
の
演

奏
が
う
ま
く
合
っ
た
時
の
感
激
は

他
に
替
え
が
た
い
も
の
で
す
」
会

員
の
み
な
さ
ん
は
口
を
揃
え
て
い

い
ま
す
。
今
年
2
名
の
新
し
い
仲

間
を
加
え
、

6
月
に
行
わ
れ
る
全

道
大
会
(
函
館
)
に
向
け
猛
練
習

中
だ
そ
う
で
す
。
益
々
元
気
で
軽

や
か
な
音
色
を
響
か
せ
て
ほ
し
い

と
願
う
も
の
で
す
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

}す

《
軍
伺
V

まHV
 

凶
日

目

ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

な

研

修

悶

∞

総

合

体

氾

)
育
館

酷

日
日
伏
社
会
教
育
委
員
体
育

番

指
導
委
員
合
同
会
議

守

凶

ω
学
習
セ
ン
タ
ー

説

日
日
休
四
つ
業
会
総
会

問

ゆ

∞

学

習

セ

ン

タ

ー

夜

日
日
土
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団

引

式

-
体
力
テ
ス
ト
会

即

日

∞

総

合

体

育

館

在

日
山
日
間
第
お
回
全
槍
山
少
年
剣

何

道
大
会

9

∞

総

合

固

体
育
館

不

同
日
伏
文
化
協
会
役
員
総
会

番

ω
∞
学
習
セ
ン
タ
ー

。

幻
自
刷
青
少
年
健
全
育
成
推
進

日

委
員
会

ω
ω

学
習

3

セ
ン
タ
ー

一

初
日
出

町
民
へ
ル
シ
|
ウ
ォ

l

2

キ
ン
グ
・
今
金
町
オ
リ
エ

ン
テ
l
シ
ョ
ン
事
業

9 

00 

いじめなどの相談電話は.
(11 ) 

奥
ピ
リ
カ

h
b
R
V
 

6
日
間
管
内
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
研
修
会

問
・
∞
今
金
高
等
養
護

学
校



<r ~~ø~=伊 目 診

5
月

1
日

1
6
月
初
日
は

林
野
火
災
予
防
実
施
期
間

今
金
地
区
林
野
火
災
予
消
防
対

策
協
議
会
に
お
い
て
林
野
火
災
予

防
実
施
期
間
が
決
ま
り
ま
し
た
。

林
野
火
災
は
、

5
月
か
ら

6
月

に
か
け
て

一
番
多
く
発
生
し
ま
す
。

魚
釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入

山
さ
れ
る
と
き
は
、
タ
バ
コ
の
ポ

イ
捨
て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い

で
下
さ
い
。

5
月

ω日
か
ら
初
日
は
強
化
期

間
と
な
り
ま
す
が
、
特
に

5
月
同

日
は
町
の
「
山
火
記
念
日
」
(
日
進

大
火
の
日
)
で
す
。
無
煙
日
と
し

て
火
入
れ
は
一
切
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

な
お
、
焼
畑
、
地
と
し
ら
え
な

ど
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場

の
許
可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま

で
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
農
林
楳
林
務
係
》

年
金
相
談
日
に
つ
い
て

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
こ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

寸

H
い

健診を受けて明るい健康づくり

月みんなの5 

。
と

き

5
月
初
日
附

午
前
叩
時

1
午
後
3
時
ま
で

(
午
後
ロ
時
日
分
1

1
時
ま

で
昼
食
)役
場
町
民
相
談
室

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《
町
民
課
年
金
係
》

消
費
税

及
、ひ
地
方
消
費
税

は
必
ず
期
限
内
納
付
を
1

※
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

の
あ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
税
務

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
八
蚕
税
務
署
総
務

課
管
理
徴
収
担
当

(
m
o
1
3
7

6
3
2
1
4
8
)
 

圃----------------------------------

悪質商法の被害に遭わないために 次のことに注意しましょう。
。相手の身分と用件をしっかり確認する
。安易に家の中にいれない
。サインは契約書をよく読んでから
。契約しても金銭の支払いは後払い
。契約した後でも冷静に考えてクーリングオフ制度(無条件で契約を解除でき
る)を利用する
。しつこく契約を迫る場合は、相手が親しい友人でもキッパリ断る

頃 目 対 ~< 者 実施日 時 |問 対象地区 実施会均 附 考

一般住民関係

般他康相絞 全住民 5F1 10日(月) 10:00-11:45 全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 l 防i 、栄華相談(血l

一般他康相談 全住民 5F1 17日(月) 10 日0-11:45 H N H 

般健康相談 全住民 5月24日(月) 10 凹-11:45 " n H 

般他w相談 全住民 6月7日(月) 10∞-11: 45 " N H 

般他[;j，相談 全住民 6月14日(月) 10: 00-11 : 45 H " " 
無医地区J 百(限科) 全住民 5月20日(木) 14: 20-14: 50 (有料)、温恥l

無医地区巡回診療(耳鼻科) 全住民
1

6月8日(木) 14: 20-14 : 50 " 
H 八霊能合病院耳鼻科医師註劉有料)

乳幼児関係

乳兜他診 生後4.7.10、12ヶ月児
5月19日(刺 古川めこ13:15 全地区 震健センター 計掴査前調龍科身栢栄保体華詰障計相測冊列詰諜車催全医問布師相栄謀君華事帽医詰師

i歳6ヶ児月健診 生後l歳7、8ヶ月児 5月26日(水)is -日日--':13:15 I 
股関節脱臼検査 生後4ヶ月児 5月11日(火)知個別ら通せ知しにまてすお。 " 八雲保出所今金支所 股関節X線描蕗

すくすく子育てダイヤル 学ヂLY帥T ゴf前のの方幼児 5月12日(水) 9 :00-12 :00 H 

~ -2 7 8 0) 電話による心配事相談

3歳児健康診査 生桂3躍2.3.4ヶ月盟 6月2日(水) 13 日日-13:15 
H 

位t/ 
日F眠ー門 制身体計問開岬保理問相語 医師話事

妊婦関係

妊婦相談 妊婦の方 5月13日(本) 13: 30-15: 00 全地区 転保台健福セ祉ン施タ設ー内 位陣相説栄養相説歯科相詰

妊婦相談 妊婦の方 6月10日(木)13: 30-15: 00 全地区 N N 

お知らせ

食風疹予防J童話(対象者には個別に詳細を通知します。)
会無医地区巡回診療は病院の治療費と同じです。現金と健康保険証が必豆です。 70歳以上の方は老人医療畳給者証も必要となります。
百年6月に歯科検診を予定しています。詳細は後日ご案内致します。

。
と
こ
ろ

。
相
談
員

違法銃器の根絶にご協力左

最近は、身近なところでも銃を使った凶悪犯罪が発生し道民の平隠な生活に不

安を与えています。
皆さんが安心して暮らせる社会を作るために、一人ひとりが銃掠に対する弛1い距

絶意識を持つことが必要です。
経察では、 違法な銃器tの徹底したII~ り締りをはじめ、 「けん銃のない安全な社会」
づくりを目指し、皆さんと一体となった銃探線絶のための活動を行います。
なお、けん銃や弾を持っているとか、首輪出売をしているなどの情報を見Ilf]き
したときは 笹祭にお知らせ下さい。
ご協力をお待ちしています。

悪質商法等による消費者被害の未然防止

口先一つで、買う必要のない商品を売りつけられる「悪質尚法」が後を絶ちませ
ん。お年寄りや主婦などがよく狙われていますが、長近は特に若者の被宮が目立っ

ています。

(保他福祉税他J，j，づくり 国保係)

• 

d 

• 

11・4.10 

社会福祉協議会だより
京光の里学園 盟芳園、社会福祉協議会への多額のこ.寄付、

ご厚:¥!ありがとうございました。

(敬称略)

《北槍 山町》 ノ'1< 里子 伊 三 郎

恰山北高校合唱部 金 j畢 民 男

《今金町》 牧 回 栄 子

安 1車 馨 神丘老人ク ラブ

商 工 4ココ~、 如I一→r 人 昔日 安 I主 カズエ

大 倉 啓太郎 中里老人ク ラブ

イ主 藤 佐 今金町婦人団体連絡協議会

メ7入 キナ 由井子 =口" 田 7百 志

中 ヰオ 恭 子 今金カナリ ア会

1じ 見 官白ヨ 子 平 !Jlf 俊 春

生 回 晃 τ口と 今金町青年団体連絡協議会

金原老人ク ラフ 金 原 青 年 団

水 野 清

4 -61 1 0 

釣りファンにとっては、年中釣りをしたいも

のです。しかし、全国各地で海、川の避難事故や

転落事故等が後を絶ちません。

釣りに出かける時は次のことに心がけましょ

う 1

・単独行動は避け、家族に、行き先帰宅時間を

告げて出かけましょう。

-海釣りをする方は万が一に備えライフジャ

ケットを身につけましょう。

T E L 

つりl之ご注意!

北槍山警察署

• • 
一
般
健
康
相
談
・
妊
婦
健

康
相
談
の
利
用
に
つ
い
て

毎
週
月
曜
日
(
祝
日
は
中
止
)

総
合
福
祉
施
設
と
し
ベ
つ
内
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
保
健
婦
に

よ
る
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
血
圧
測
定

・
尿
検
査
を
行
い

個
別
に
健
康
上
の
心
配
事

・
悩
み

又
は
治
療
中
の
病
気
と
の
付
き
あ

い
方
や
食
事
の
摂
り
方
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
近

頃
、
健
康
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
か
ら
毎
日
た
く
さ
ん
の
情
報

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

個
人
個
人
で
生
活
背
景
や
、
好

み
、
健
康
状
態
が
異
な
る
の
で
必

ず
し
も
そ
の
人
に
適
し
た
情
報
と

は
言
い
き
れ
な
い
こ
と
が
有
り
ま

す
。
健
康
に
つ
い
て
関
心
が
高
い

人
ほ
ど
食
事
や
運
動
な
ど
に
い
ろ

い
ろ
気
を
つ
け
て
い
る
も
の
で
す

が
、
情
報
が
そ
の
人
に
適
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
良
い
結
果
は
期
待

出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
個
人
個
人

に
あ
っ
た
健
康
情
報
を
提
供
し
た

り
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
と
し
て
、
今
金
町
で
行
っ

て
い
る
健
康
相
談
を
利
用
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
健

〕2
 
1
 
〔

康
へ
の
関
心
は
高
く
な
り
つ
つ
あ

り
検
診
事
業
も
定
着
し
て
き
ま
し

た
が
、
検
診
結
果
を
生
活
習
慣
病

の
予
防
の
た
め
に
は
充
分
に
活
用

で
き
て
は
い
な
い
現
状
も
あ
り
ま

す。
時
代
は
『治
療
か
ら
予
防
へ
』
と

変
化
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
後
は

も
っ
と
身
近
に
健
康
相
談
を
活
用

し
て
下
さ
い
。
元
気
に
明
る
く
二

十
一
世
紀
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
妊
婦
さ
ん
の
健
康
相

談
も
毎
月
第
二
木
曜
日
に
保
健
セ

ン
タ
ー
に
て
実
絡
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
些
細
な
心
配
事
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

随
時
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

妊
娠

・
出
産

・
育
児
に
つ
い
て

の
情
報
も
多
様
で
す
の
で
迷
っ
た

と
き
、
困
っ
た
と
き
に
は
お
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

[
一
般
健
康
相
談
]

古
受
付
午
前
日
時

1
1時
佑
分

台
持
参
す
る
も
の
健
康
手
帳

[妊
婦
健
康
相
談
]

カ

受

付

午

後
l
時
初
分
1
3
時

会
持
参
す
る
も
の

.
母
子
健
康
手

帳

〕内。1
 
〔

(
健
康
づ
く
り
係
)
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3月末現在

前月対比

7， 138人(1'，68)

3， 435人(ム36)

3， 703人(ム32)

2， 666世帯(ム14)

住民の動態

口

数男

女

持

人

世

今や令
B4-5321 
B4-5011 
B 2 -0221 
B 2 -0324 
B2 -0221 
B4 -5011 

休日当番医

5月9日 北槍山町立国保病院(北槍山)
16日 道南ロイヤル病院(北槍山)
23日 今金町立国保病院(今金)
30日富田医院(今金)
6月6日 今金町立国保病院(今金)
13日 道南ロイヤル病院(北槍山)
事1 ー ※診療時間

t比三 ~I 午前10時から正午まで
午後l時から 3時まで

八幡11f]

寒昇

r 

聡

宏

者

者
護

護

保

保

ヴ

日

日

tc
5

1

 

7

1

3

 

γ
月

月

相

3

3

う

ん

ん

;

や

や

l
d

pち

ち

じ
凶太
忽菜

ん

U

玲

たお

中

固

田

麓 H百

固いつまでもおしあわせに

% 出家正吉さん(鈴岡第一)ニ城里子光知子さん(瀬棚町)
'~イ 阿部一也さん(南 田])=大平真由美さん(日 進)

.~ 菊川和浩さん(商工部1ωニ市川 友美さん(上磯町)
'y::'米谷優さん(南栄HI])=中川 淳さん(南栄町)

.~清正ーさん(東 111]) =谷ひろみさん(日 進)

77歳(末広 111])

85歳(豊寿園)

51歳(南町)

79歳 (イマヌエル)

4月15日受付分まで

ーおくやみもうしあげます

織田 信芳さん 3月20日

田村ハツヨさん 3月30日

内海 護さん 4月9日

須田 猛さん 4月14日

小児科外来の診療時間変則について
小児科外来は、毎週水限日と金曜日の午後から

の診療となっておりますが、次の期日については、

診療開始時間が午後2時以降に変更となりますの

でお知らせいたします。

診療開始時間が変更となる日

5月19日(水)

26日(水)

6月2日(水)

16日(ノ)<)

30日(水)

， 

「

国民年金保険料の免除申請を

受け付けています

国民年金の強制加入者でまったく収入のない方、

あるいは家計が苦しく納めたくても納められない方

に国民年金保険料の免除申請を受け付けています。

免除申請をしないで保険料を未納のままにしてお

きますと、将来、年金が受給できなくなることがあ

りますので、ご注意下さい。

O申請方法
・印鑑持参のうえ、11fT民課年金係へ
O期 限 5月末日まで

平成11年度調理師訊験の実施12ついて
平成11年度調理師試験が次のとおり実施されます。

-試 験 地=函館市

・試験科目及び試験方法=食文化概論、衛生法規、公衆衛

生学、栄養学、食品学、食品衛生学及び調理理論につい

て筆記試験を実施する。

・受験資格=調理の業務に2年以上従事していること。

.受験願書の提出先=住所地を所管する保健所及び支所

・受験願書の受付期間二平成11年5月31日(月曜日)から

平成11年6月4日(金曜日)まで

・試験の日時三平成11年8月30日(月曜日)

午後1時30分から4時00分まで

・受験手数料=6，100円(北海道収入証紙)

受験願書等必要書類ニ保健所及び支所に配置しています。

※ 問い合わせ先 北海道八雲保健所今金支所調整係

T E L 01378-2 -0251 

FAX 01378-2-0534 

(今金町立国保病院)
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(14) 
http://www.hakodat巴.or.jplimakane/今金lilJホームページ


